
ふ建
‘竃

骨
や
歯
を
以
て
如
阿
に
絶
滅
し
た
型
を
再
現
し
〆
．
比

鞍
研
究
に
資
し
、
人
類
発
展
の
経
過
を
証
明
す
る
か

に
就
い
て
平
明
に
解
説
す
る
．
、
か
く
て
、
は
じ
め
て

穏
鞭
長
門
日
に
開
・
ず
る
問
聞
建
を
と
り
あ
騨
げ
る
。
ホ
モ
サ
ピ

エ
ン
ス
に
到
達
す
る
迄
の
さ
ま
ざ
ま
の
段
階
と
傍
系

を
あ
と
づ
け
、
各
種
の
化
石
人
類
と
化
石
猿
類
に
就

い
て
詳
し
く
述
べ
る
。
　
「
ア
フ
リ
カ
発
見
の
オ
ー
ス

ト
ラ
ピ
テ
ク
ス
」
に
冠
す
る
一
節
、
　
「
洪
積
期
と
ホ

モ
サ
ピ
エ
ン
ス
の
起
源
」
と
題
す
る
文
章
は
特
に
異

味
が
深
い
。
人
類
進
歩
の
全
史
は
、
す
べ
〆
、
・
頭
脳
の

棄
出
し
い
発
展
に
負
う
。
入
類
■
の
頭
脳
は
他
の
動
物

群
を
尻
自
に
急
速
に
而
も
複
雑
に
発
達
し
そ
れ
が
人

体
の
、
他
の
部
分
を
精
妙
な
も
の
と
す
る
結
果
を
生

み
、
す
べ
て
の
動
物
群
を
圧
倒
し
た
の
で
あ
．
る
。
著

蓉
は
こ
の
経
過
を
指
摘
す
る
と
共
に
、
最
後
に
入
類

綜
彼
の
頭
脳
の
発
達
に
進
歩
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
集
中

し
た
か
ら
こ
そ
、
他
の
動
物
群
に
智
能
の
上
で
優
越

し
得
た
の
だ
か
ら
、
今
や
入
墨
’
知
互
の
間
に
秩
序
を

保
っ
て
生
活
し
て
ゆ
く
こ
と
を
保
証
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

と
強
調
す
る
。
若
し
こ
の
事
に
失
敗
し
た
ら
、
他
の
動

物
が
或
る
特
定
の
身
体
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
膨
大
な
発

達
を
と
げ
な
が
ら
そ
れ
に
よ
っ
て
亡
び
て
し
ま
っ
た

多
く
の
例
が
示
す
如
く
に
、
入
寮
も
ま
た
絶
瀬
す
る

だ
ろ
う
と
云
う
意
味
の
弊
量
口
を
以
て
絃
毘
と
し
て
い

る
・
、
巻
・
末
に
論
夢
罪
巧
・
ず
べ
シ
ご
か
ハ
白
陶
貧
寒
を
曜
添
え
て
い
ワ
○

か
ら
、
更
に
専
門
の
研
究
に
入
ろ
う
と
す
る
老
に
と

っ
て
好
個
の
指
針
と
な
る
．
．
同
じ
シ
リ
ー
ズ
の
じ
尻
・

罫
℃
・
○
象
曙
著
嵩
碧
自
・
。
繭
、
8
豪
葬
鋏
と
併

せ
読
む
こ
と
を
奨
め
た
い
。
（
一
一
二
百
ハ
樋
卜
3
匂
。
O
御
）

「
囲
，
Φ
餌
O
風
。
犀
一
〇
庁
窃
。
⇔

”
涛
節
幾
O
O
9
⊃
巴
ぴ
○
⇔
U
二
言
σ
q
（
δ
蟄
）

　
ア
メ
リ
カ
考
古
掌
鴇
…
会
（
憩
o
o
8
曙
暁
。
「
〉
胃
μ
o
、

H
ざ
p
昌
〉
藁
菱
。
H
o
α
q
曳
）
紀
要
第
八
冊
で
あ
る
。
此
の

冊
子
は
放
射
性
炭
素
（
O
峯
）
に
よ
る
年
代
測
楚
法

に
関
心
を
持
つ
す
べ
て
の
考
古
学
者
、
地
質
学
者
、

植
物
学
者
に
と
っ
て
、
必
携
の
ガ
ハ
献
で
あ
る
。
渡
物

も
動
物
も
共
に
生
命
の
あ
る
限
り
大
気
中
か
ら
二
酸

化
炭
素
を
吸
饗
し
つ
づ
け
通
常
の
雄
案
に
対
し
恒
に

同
じ
比
率
の
放
射
性
炭
素
を
含
膚
し
て
い
る
。
地
球

上
の
動
植
物
は
す
べ
て
一
方
で
は
体
内
の
組
織
中
の

放
射
性
炭
素
を
恒
に
解
消
し
つ
づ
け
て
い
る
と
同
時

に
他
方
で
は
新
し
い
放
射
性
炭
素
を
大
気
申
か
ら
摂

取
す
る
か
ら
で
あ
る
．
、
こ
の
更
薪
は
組
織
が
生
き
て

い
る
限
り
継
続
す
る
が
、
一
旦
生
命
が
絶
え
る
と
，
入

一
〇
〇

気
中
の
炭
素
の
吸
収
は
と
塗
り
、
自
然
分
解
に
因
っ

て
放
鍬
性
．
炭
素
の
分
量
は
漸
次
滅
退
す
る
⊃
そ
の
放

射
性
炭
素
減
退
の
速
度
は
、
ど
こ
で
も
、
い
か
な
る

生
物
で
も
一
定
し
て
い
る
の
で
、
も
と
生
物
で
あ
っ

た
遺
物
に
残
っ
て
い
る
放
射
性
炭
素
の
量
を
計
測
す

れ
ば
、
該
遺
物
の
素
材
で
あ
っ
た
も
と
の
生
物
が
、

何
年
前
に
生
命
が
絶
え
た
か
を
知
る
こ
と
が
出
来

る
。
こ
れ
が
こ
の
年
代
法
の
基
礎
の
理
論
で
あ
る
。

実
際
に
は
量
を
測
る
の
で
な
く
〆
し
、
分
解
の
速
度
を

測
る
の
で
あ
っ
〆
」
、
計
測
は
却
々
三
一
で
あ
る
が
、

精
緻
な
笑
験
操
作
に
よ
っ
て
成
功
し
て
い
る
．
、

　
太
廓
舜
の
序
丈
に
お
い
て
編
者
周
お
島
9
回
。
｝
o
｝
”
蕊
。
轟

博
士
は
、
こ
の
年
代
法
の
発
達
を
あ
と
づ
け
る
。
そ

し
て
計
算
の
結
果
疑
わ
し
い
鶴
，
数
が
出
て
も
、
そ
の

殆
ん
ど
す
べ
て
は
、
笑
験
室
で
の
過
誤
で
ほ
な
く

て
、
資
料
出
土
の
地
点
に
お
け
る
回
雪
掌
者
や
地
質

学
者
の
不
正
確
な
観
察
に
由
来
す
る
こ
と
を
指
摘
し

特
に
他
の
遣
物
や
地
質
掌
的
堰
秘
一
物
と
の
層
序
的
閨

係
を
明
確
に
す
る
事
を
要
求
し
て
い
る
。
当
然
の
こ

と
乍
ら
注
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
点
で
あ
る
。

　
次
に
本
書
に
は
　
一
系
点
以
上
の
資
料
に
就
い
て
こ

の
年
代
法
を
案
出
し
た
ノ
く
．
閃
．
H
・
董
屯
博
士
等
に
よ

る
計
測
の
結
果
の
発
表
が
載
せ
て
あ
る
．
、
博
士
は
シ
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カ
ゴ
大
学
原
子
核
研
究
所
内
に
特
別
の
装
羅
を
持
つ

実
験
窒
を
設
け
て
一
九
四
九
年
以
来
計
測
に
従
事
し

た
．
、
計
測
に
凹
計
い
た
標
本
は
大
多
数
が
合
衆
国
内
か

ら
提
供
さ
れ
た
竜
の
で
あ
る
が
、
英
、
仏
、
独
、
丁

抹
、
ト
ル
コ
、
エ
ジ
プ
ト
、
イ
ラ
ン
、
酉
ア
フ
リ
カ
、

臼
」
不
、
メ
キ
シ
コ
、
カ
ナ
ダ
、
ア
ラ
ス
カ
其
他
か
ら

送
ら
れ
た
重
要
な
も
の
が
少
く
な
い
。
そ
し
て
各
項

毎
に
簡
単
な
記
述
が
あ
っ
て
、
標
本
の
患
所
、
瞬
幕

閣
係
、
同
論
の
年
代
観
覧
を
階
隠
し
て
あ
る
．
、

　
以
上
の
表
に
続
い
て
、
夫
々
の
権
威
者
に
よ
る
專

門
分
野
の
放
射
性
炭
素
年
代
に
関
す
る
批
判
が
簡
単

に
記
し
て
あ
る
の
は
、
頗
る
有
益
で
あ
る
。
り
．
’

＝
・
甲
目
・
”
o
ご
。
「
冨
　
の
「
ア
メ
リ
カ
卿
最
古
の
人
類
」

ノ
ぐ
．
欝
づ
㍉
o
享
の
「
合
衆
国
南
東
地
区
」
H
囲
・
餌
。
↓
炉

窺
p
の
「
フ
ラ
ン
ス
の
ラ
ス
コ
洞
窟
」
男
．
｝
●
切
話
－

帥
多
く
o
o
島
其
他
の
「
近
東
並
に
中
東
地
方
」
引
戸
騨
幽

の
「
南
米
」
等
の
諸
藩
が
あ
る
。
ま
た
最
近
二
万
五

千
年
の
地
質
学
的
堆
積
に
対
す
る
年
代
観
に
つ
・
ぎ

一
8
戸
コ
一
象
が
、
ポ
ー
レ
ソ
年
代
法
に
対
す
る
放

射
性
炭
素
年
代
の
関
係
に
つ
ぎ
国
■
駿
・
U
①
o
く
。
回
が

央
々
議
縞
酬
を
開
陳
し
て
い
る
。
そ
し
て
是
等
諸
学
者

の
合
評
を
以
て
総
括
と
す
る
。

　
附
載
の
文
献
中
に
は
、
物
理
掌
専
門
雑
誌
の
名
も

授

挙
っ
て
い
る
か
ら
、
捜
術
上
の
こ
と
を
知
ろ
う
と
す

る
際
に
充
分
役
に
立
つ
。

　
今
や
こ
の
年
代
法
は
実
験
の
域
を
過
ぎ
て
、
年
代

の
分
ら
な
い
遺
物
に
正
確
な
年
数
を
与
え
る
段
階
に

来
て
い
る
事
は
疑
い
な
い
．
、
而
も
未
だ
資
料
の
汚
染

に
対
す
る
処
置
の
如
き
、
根
本
的
な
問
題
が
解
決
さ

れ
て
い
な
い
の
で
、
考
古
掌
、
黒
質
学
、
植
物
学
の

専
門
家
と
の
間
に
慎
重
な
忍
耐
強
い
協
力
が
必
要
だ

と
思
う
。
そ
う
卜
う
将
来
の
問
題
に
就
い
て
も
、
本

書
は
正
し
い
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
。

　
な
お
塞
法
の
創
始
者
毛
一
一
一
p
亀
戸
剛
」
『
ξ
博
土

も
、
同
じ
標
題
の
単
行
本
圃
窪
象
9
盆
δ
ロ
U
p
菅
σ
Q

を
q
鼠
く
。
邑
受
o
h
Ω
膏
お
（
）
雪
雲
・
。
か
ら
μ
㊤
認

に
出
版
甲
（
価
舘
』
O
）
　
し
た
轡
牽
を
附
婁
肖
す
ワ
O
O
　
（
山
ハ

五
頁
価
碧
』
O
）
　
　
　
　
　
－
窟
光
教
一
1

嵐
9
×
●
ω
o
冥
。
”
目
。
ω
蜀
。
昌
像
Φ
」

日
。
暮
ω
器
　
一
p
　
O
傷
。
σ
q
δ
℃
三
〇

類
ニ
ヨ
繊
⇔
Φ
。

　
同
O
琶
O
H
　
H
b
い
団
O
⇒
釦
O
コ
6
昌
尻
鵠
凶
？

　
一
〇
σ
q
5
器
い
（
お
お
）
・

　
弓
O
葺
O
冒
’
H
b
o
曽
　
団
O
嵩
匙
O
ヨ
O
コ
躍
］
コ
？

　
o
ぎ
島
ρ
器
い
（
一
二
O
Q
～
ピ
α
O
）
甲

一
九
四
三
年
か
ら
一
九
五
二
年
に
か
け
て
、
ゾ
ル

ボ
ン
ヌ
大
隠
教
授
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
y
。
ソ
ル
は
驚
燃
撒

す
べ
き
労
作
を
こ
の
世
に
送
っ
た
。
題
し
て
「
入
交

地
理
掌
の
基
礎
」
で
あ
り
、
全
四
冊
、
二
千
頁
よ
り

な
る
三
部
作
－
第
一
巻
「
生
物
学
的
基
礎
」
、
第
ご

巻
「
技
術
酌
基
礎
」
、
笙
三
巻
「
居
住
地
及
び
一
般
朗

結
論
」
i
で
あ
る
．
、

　
こ
の
書
を
敢
え
て
取
上
げ
た
所
以
は
、
す
で
に
わ

が
国
の
地
瑚
学
界
に
亀
辻
村
太
郎
博
士
や
木
内
信
蔵

博
士
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
だ
け
で
ほ
な
く
、
知
る

限
り
に
お
い
て
O
①
っ
婆
碧
窪
。
a
｝
つ
¢
∋
乙
や
O
①
9

ぴq

ｨ
覚
臥
o
a
　
カ
。
言
①
尋
や
　
〉
コ
羅
p
冨
ω
島
o
O
o
つ
び
q
旨
－

℃
三
〇
に
も
か
な
り
の
数
の
論
評
が
寄
せ
ら
れ
て
お

り
こ
の
書
が
広
く
世
界
の
地
理
単
界
に
多
く
の
問
題

を
…
提
起
し
、
セ
ン
セ
イ
シ
ヨ
ナ
ル
な
輿
奮
を
盛
り
上

げ
て
行
っ
た
事
情
に
よ
っ
て
、
多
大
の
輿
味
と
共
感

を
呼
び
お
こ
さ
れ
る
に
至
っ
た
為
で
あ
る
。
し
か
し

な
が
ら
正
直
な
と
こ
ろ
、
こ
の
膨
大
な
書
の
並
判
に

は
多
く
の
時
日
を
要
す
る
こ
と
で
あ
ら
う
し
、
ま
し

て
や
評
者
自
身
の
学
問
的
経
験
や
藷
学
的
才
能
を
以

っ
て
し
て
は
容
易
の
業
で
は
な
い
。
た
だ
遺
憾
な
が

ら
こ
の
労
作
を
前
に
し
て
あ
ま
り
に
も
み
じ
め
な
自

已
の
掌
問
内
容
を
ひ
た
す
ら
恥
ず
る
ば
か
り
で
あ

り
、
嘗
評
と
い
う
よ
り
も
杜
撰
な
紹
介
に
終
る
で
あ

一
〇
一
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